










ディ・チャタレーの恋人』（Lady Chatterley’s Lover, 1928）の著者として
知られる。1）だがその一方で、彼は多くの詩やエッセイも執筆した。な
かでも興味深いのは、没年の 1930 年に建築デザインの専門雑誌『建築
評論』（The Architectural Review）へ 2 本のエッセイを寄稿したことで
ある。そのうちの 1 本、「壁に掛けられた絵」（“Pictures on the Wall”, 
1930）では、インテリアデザインとしての絵画を論じている。もう 1 本
は、故郷の炭鉱の村を回想した「ノッティンガムと炭坑のある地方」

















「帰郷ほど憂鬱なことはない」―ロレンスは 1927 年 10 月末に執筆
し た と さ れ る 文 章 を こ の よ う に 始 め た（“［Autobiographical 
Fragments］” 50）。3）原稿は無題のまま未完の状態で遺されたが、死後 6




ロレンスは 1926 年 5 月から妻のフリーダとフィレンツェ近郊にある
ヴィラ・ミレンダ（Villa Mirenda）に住んでいた。そこから同年 9 月な
かばにイギリスへ向かい、ノッティンガムにある生まれ故郷で炭鉱の村
のイーストウッドと、妹家族が住むその近隣のリプリーを訪れた。4）
1926 年といえば、イギリスにおいて 20 世紀最大の労働運動のひとつ
とされるゼネラル・ストライキが起きた年である。5 月 3 日深夜に始
まったゼネスト自体は 9 日間で終結してしまったが、炭鉱労働者たちは




















は、その後、「ニューソープ、2927 年」（“Newthorpe in 2927”）や「人
生の夢」（“A Dream of Life”）といったタイトルがそのときどきの編者
によって与えられた。6）ケンブリッジ大学出版局によるロレンス全集の







































































章」と同じく 1926 年 9 月の故郷訪問だった。そのエッセイも無題のま




年 10 月半ばから末にかけてではないかという。10 月 4 日にイギリスか
らフィレンツェ郊外にあるヴィラ・ミレンダに戻って、まもなくのこと
になる。ちなみに、ロレンスが『レディ・チャタレーの恋人』の第一稿





































リーを 4 ペンスで売るのだ。それでポケットには 4 ペンスが入って
くる。
しかしわたしが子どもの頃は、そんなことはまったく恥知らず




































ロレンスの一部分（one part of Lawrence）が準備したものだった
のです。彼らのテーマは、実際は労働者階級からの逃避でした。最




（any sense of the continuity of working class life）が欠けていまし
た。その生活は、ひとりの個人がそこから抜け出したからといって
終わってしまうものではありませんが、内側からそれ自体が変化し








朝』（Saturday Night and Sunday Morning, 1958）や中編小説『長距離走
者の孤独』（The Loneliness of the Long Distance Runner, 1958）である。
他に示唆されている作家は、階級上昇の挫折を描いた小説『最上階の部
屋』（Room at the Top, 1957）の著者ジョン・ブレイン（John Braine, 
1922―1986）。そして前世代の「お上品」な客間喜劇（drawing-room 
comedy）をロンドンのウェストエンドの舞台から追いやったとされる









































































































































リスからヴァルター・グロピウスまで』（Pioneers of Modern Movement: 


























































































動 か ら、1915 年 に イ ギ リ ス で 立 ち 上 げ ら れ た 団 体 “Design and 






























ジ ッ ク な 回 想（a nostalgic looking back at his origins）」 と 呼 ん だ
（Becket 6）。ケンブリッジ大学出版局ロレンス全集の一巻、『後期のエッ













についてボールトンは触れていないが、それは 1930 年 5 月から 9 月ま
でストックホルムで開催されることになっていた展覧会「インダストリ
アル・アート、実用アート、手工芸の展覧会（Exhibition of Industrial 
Art, Applied Art and Handicraft）」（以下、ストックホルム展と表記）に
合わせた企画であった。ロレンスが執筆依頼をうけたエッセイは、彼の








これはいったいどういうことなのだろうか。拙論「“Why Design and 
Plan”―雑誌『建築評論』とポスト・レッセフェール期の D・H・ロ

























































































































































































































































































































































論は、先行する拙論での『建築評論』1930 年 8 月号の文脈の復元につ
づいて、その文脈から切り離されたままであった「ノッティンガムと炭
鉱のある地方」とのあいだにもう一度、橋を渡してみた。そこから見え
てきたのは、1930 年 3 月 2 日の「作者の死」を生き延びてモダンムー











よび「“Why Design and Plan?”―雑誌『建築評論』とポスト・レッセ
フェール期の D・H・ロレンス」を参照のこと。本論後半は、後者の拙論
の続きである。
3）　同テクストの執筆および活字化の経緯については、Lawrence, Late Essays 




のあらたな解釈の可能性を示す「評伝」としては、Andrew Harrison, The 
Life of D. H. Lawrence がとくに優れている。
5）　1926 年のゼネストと文学との関係につ いては、Charles Ferrall and 
Dougal McNeill（eds）, Writing the 1926 General Strike: Literature, Culture, 
Politics を参照。『レディ・チャタレーの恋人』を扱った第 4 章を含む。







8）　Harrison, The Life of D. H. Lawrence, pp. 319―38 を参照。
9）　この観点から 1910 年代初頭のロレンスを評価しているのが、Raymond 












13）　DIA について、Elizabeth Darling 11―44 を参照のこと。
14）　アーツ・アンド・クラフツ運動から DIA への展開については、DIA の設
立メンバーでもあったノエル・キャリントン（Noel Carrington）による
Industrial Design in Britain および菅靖子『イギリスの社会とデザイン―
モリスとモダニズムの政治学』のとくに第 5 章を参照のこと。
15）　Lawrence, Late Essays and Articles. のテクストに付された解説 p. 285 より。
16）　Lawrence, Late Essays and Articles. の p. 285 を参照のこと。
17）　モリスの「レッサー・アーツ」については、Morris を参照のこと。
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